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 [授業の概要・目的]
　歴史学とは、どのような学問であるのかを理解することを目的とし、そのための具体例として、
日本の中近世移行期（１５世紀半ば～１７世紀半ば）の政治史・文化史を学ぶ。今年度は蹴鞠に見
る公家と武家の交流を基軸に据え、最新の学界動向を踏まえながら、講義を進める予定である。

 [到達目標]
　日本の中近世移行期（１５世紀半ば～１７世紀半ば）の政治史・文化史の展開を正確に理解する。

 [授業計画と内容]
１　イントロダクション、蹴鞠とは？（１）
２　蹴鞠とは？（２）
３　日本蹴鞠史概論（１）
４　日本蹴鞠史概論（２）
５　日本蹴鞠史概論（３）
６　日本蹴鞠史概論（４）　
７　日本蹴鞠史概論（５）
８　１６世紀京都の蹴鞠史―公家と武家の交流―（１）
９　１６世紀京都の蹴鞠史―公家と武家の交流―（２）
10　１６世紀京都の蹴鞠史―公家と武家の交流―（３）
11　１６世紀京都の蹴鞠史―公家と武家の交流―（４）
12　１６世紀京都の蹴鞠史―公家と武家の交流―（５）
13　１６世紀の文化・芸能と蹴鞠
14　蹴鞠史研究の課題
＜定期試験＞
15　フィードバック

 [履修要件]
特になし

 [成績評価の方法・観点]
・成績評価は、定期試験（筆記・論述）と平常点（コメントシート提出）をもっておこなう。配点
比率は、定期試験８０％、平常点２０％。
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 [教科書]
使用しない
 [参考書等]
  （参考書）
授業中に紹介する

 [授業外学修（予習・復習）等]
・授業前：１）高校日本史の教科書や学習参考書のほか、『天皇の歴史』（講談社学術文庫）、末
柄豊『戦国時代の天皇』（山川出版社）などを読むことが望ましい。２）蹴鞠の動画がyoutubeにア
ップされているので、是非見てほしい。
・授業後：ノートを整理し、授業の内容を振り返ることが望ましい。

 [その他（オフィスアワー等）]
　高校程度の日本史の理解を前提に講義を進めるので、高校で日本史を履修していない者は、教科
書もしくは学習参考書の当該部分に、目を通しておくことが望ましい。


